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3.1  はじめに 






















3.2  降雨状況 
三重県土砂災害情報提供システムの降雨データによると，宮川村栗谷の雨量観測点では
28 日 18 時の降り始めから翌日 21 時までの 27 時間に降雨量 758mm を記録した．うち 24
時間雨量 732mm は確率降雨として再起年がおよそ 50 年である．土砂災害の発生は降雨強





3.3  豪雨による宮川の洪水 
三重県松坂地方県民局のデータによると，宮川ダムへの流入水流量は 9 時 50 分に 4,011
ｍ3/s を記録し，計画洪水流入水流量 2,500m3/s を大きく上回った．また最大放流水流量は
11 時 59 分に 2,580m3/s に達した．ちなみに，宮川ダムの竣工は 1957 年であり，2003 年



































3.4  流域の地質 
斜面崩壊調査地のうち，主要な地点に番号をふり，図３に示す．宮川村に分布する地質











































































3.5  崩壊状況 
滝谷①では，南東に傾斜する斜面の中腹部から派生した尾根の下部が幅およそ 40m，斜









































（図８）．崩壊の体積はおよそ 50 万 m3である．崩土は岩屑なだれとなって 1km 駆け下っ




































め，水が貯留しなかったものと考えられる．等価摩擦係数は 0.35 であり，体積 50 万 m3規
模の崩壊としては値が小さめであることが注目される（図９）．斜面に残された偏流すなわ
ち Super-elevation の痕跡から，なだれの主部の速度は，支谷の下流部でおよそ 10m/s，流






































村栗谷では 916mm の，宮川村久豆（アメダス観測点宮川）では 1,199mm の大雨に見舞わ
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